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学校現場における「合理的配慮」は、一人一人に合わせたものであり、児童生徒によって違います。平成 28 年の「障害

者差別解消法」の施行により、どの学校においても、障害のある児童生徒に必要な「合理的配慮」を提供することが求めら

れるようになっている今、改めて合理的配慮について考えてみましょう。今回は、本校での合理的配慮の例を紹介します。 

 

                                         

 

 

 

                                          ここにもう１つ入れま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合理的配慮について考えてみよう！ 
                    〈個への配慮〉 

＊作業学習は、作業活動を学習活動の中心にしながら、生徒の働く意欲を培い、将来の職業生活や社会自立に 

必要な事柄を総合的に学習するものである。 

特別支援学校学習指導要領解説 知的障害者教科等編（上）（高等部）第５章 第２節より引用 

１０月8日（火）に高等部の授業体験会を行いました。体験生１８名、保護者・関係者５６名と多くの参加があり

ました。課業中に実施し、在校生の先輩たちと一緒に「作業学習」の授業を体験しました。本校には８つの作業班が

あり、クリーン班、リサイクル班、クラフト班、環境メンテナンス班、染め物班、陶芸班、木工班、農園班に分かれ

て活動しました。 

体験生は、最初は緊張した様子でしたが、先輩や先生の声かけに笑顔になったり、目の前の作業に集中して取り組

んだりする姿が見られました。保護者からは、「生徒たちの学習や作業内容を、実際に見学できてよかった。」「子ども

が実際の授業を体験することができ、進路選択の参考になった。」などの感想をいただきました。 

教えて！ 

わかばちゃん 

個別の予定表 

イラスト入りの予定表を小さなホワイトボードに

貼り、いつでも確認できるようにすることで、 

見通しをもてるようにしています。 
 

読み上げ機能を使用した朝の会 

発語の少ない生徒がボタンやタッチで読

み上げを使用することで、学級の活動に

参加できるようにしています。 

クールダウンスペース 

一人で気持ちを落ち着

けたり、余計な刺激や

情報が入るのを防いだ

りするための安全な場

所として使用していま

す。 

合理的配慮を提供することで、その子自身が
自分の力を十分に発揮し、主体的に活動・ 
学習できるとよいと思います！！ 



 

 

 

 

 

 

   ユニバーサルデザインとは、「調整または特別な設計を必要とすることなく、最大限可能な範囲ですべての人が使用す

ることができる製品、環境、計画及びサービスの設計」とされています。「インクルーシブ教育システム」構築に向けた取り

組みには、ユニバーサルデザインの考え方も考慮しつつ、進めていくことが重要とされています。教育の場においては、

「授業」「人的環境」「教室環境」の３つのユニバーサルデザイン化を柱にして、バランスよく取り組むことが効果的です。 

 

授業のユニバーサルデザイン（視覚化・動作化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“ユニバーサルデザイン”について 
                                  〈全体への配慮〉 

人的環境のユニバーサルデザイン 



 

 

 
教室環境のユニバーサルデザイン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：・特別支援教育コーディネーターハンドブック 山梨県教育委員会 令和３年７月 改訂 

・阿部利彦ほか ２０１７『通常学級のユニバーサルデザイン スタートダッシュQ＆A５５』 

東洋館出版社        

・佐藤慎二 今日からできる！通常学級ユニバーサルデザインー授業づくりのポイントと実践的展開ー 

ジアース教育新社 

                                                             

・阿部利彦 発達障害の子どもたちから教わった３５のチェンジスキル 合同出版                                 

・教育のユニバーサルデザインの視点を広げる リーフレットVol.3-1 神奈川総合教育センター 

・知的障害者支援に役立つ氷山モデル・ＡＢＣ分析シートの書き方・活かし方 林大輔 中央法規出版 

・国立特別支援教育総合研究所  

 「インクルDB（インクルーシブ教育システム）」 （http://inclusive.nise.go.jp/) 
 

  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜訪問支援について＞  
  今年度も、本校のセンター的機能を活用してくださり、ありがとうございました。  

R6年度の訪問支援は、2月いっぱいで終了いたします。 
来年度も本校は、障害のある子どもたちが、共に地域の学校で学んでいけることを目指し、センター的機
能の発揮に努めていきます。よろしくお願いいたします。  

山梨県立わかば支援学校 
〒400－0226 南アルプス市有野３３４６－３ 
ＴＥＬ：０５５－２８５－１７５０ 
ＦＡＸ：０５５－２８５－５８２７ 
担 当：インクル推進部 (五味 優紀  鮫田 直子  田中めぐみ  濱田 結衣)  

【ＵＲＬ】 http://www.wakabay.kai.ed.jp/ 
【Ｅ－Ｍａｉｌ】 wakaba-yg@kai.ed.jp 

受付時間 

月・火・木・金 9:30～１６：３０ 

http://inclusive.nise.go.jp/

